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1.はじめに

広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校(以下本

学園)が掲げている「三原学園プラン」の特質の第1

として挙げている21世紀型学力の1つが,国際的コミ

ュニケーション能力である。本学園では,この国際的

コミュニケーション能力を「確かな語学力を基に,

様々なメディアを駆使して多文化を理解したり,人々

と国際的にコミュニケーションしたりする力」と定義

している。この力を育む研究を進めるために, 2006年

度から新たに国際コミュニケーション学習開発部会

(以下本部会)を立ち上げた。本部会を立ち上げるに

あたっては,これまで過去3年間実施してきた「国際

交流学習開発部会」と「マルチメディア学習開発部会」

の2つの部会における研究成果が基になっている。部

会の設立に伴って,これまで領域として進めてきた学

習内容を, 2006年度からは教科として位置づけ,国際

交流学習とマルチメディア学習を発展融合させた国際

コミュニケーション科を設立した。本研究は, 「国際

的コミュニケーション能力」を育むプロセスや方法を,

国際コミュニケーション科のカリキュラム開発,授業

実践,カリキュラム評価を通して明らかにしていくこ

とを目的としている。

2.昨年度までの研究経緯と今年度の展望

これまでの研究から「直接的交流」と「間接的交流」

というコミュニケーションのあり方が国際コミュニケ

ーション学習における大事な視点であると考える。 21

世紀を生きる子どもたちが自国の文化を大切にしなが

ら他国の文化を尊重しつつ他国との好ましい関係を構

築していく未来を想定した時,直接的交流と間接的交

流の2つの視点は欠かせないものである。以下に少し
J

詳しく述べる。

実際に会ってその場の雰囲気までをも共有しながら

フェイス・トウ・フェイスで交流する中で,考え方の

違いや感じ方の違いを克服し,好ましい関係を構築し

ていこうという意欲が培われていくことには間違いは

ない。しかし,そのようなフェイス・トウ・フェイス

の交流を日常的に行うことは大変に難しいのも事実で

ある。多くの場合,他国の情報を得たり情報の交換を

図ったりする場合には情報交換のためのツール-メデ

ィアが介在する。メディアの種類によって,どのよう

に発信・受信をするかを考えることなしに交流学習は

成り立たない。よって,直接的交流においても間接的

交流においても「何をコミュニケーションしていくか」

「誰とコミュニケーションしていくか」という視点を

大切にしながら,その意欲とスキルを総合的に子ども

たちに身につけさせていくべきである。つまり国際的

コミュニケーション能力を育むための学習では,どち

らかにかたよった内容ではなく,直接・間接両方の視

点をもった学習内容を構築していくことが肝要である

と考えた。そのためにも融合的な学習内容を研究開発

していく必要がある。

昨年度はこの融合的な学習の単元開発,試行および

テキストの作成を試みた。今年度は,それらをカリキ

ュラム化したものを年間通して実施するだけでなく,

カリキュラムを評価することを通して,その有効性を

吟味することを目的としている。
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3.研究の概要

3. 1教科「国際コミュニケーションの目標」

本部会では教科「国際コミュニケーション」の目標

を昨年度より以下のように設定している。

様 々なメデ ィア を介 した体験 や直接 体験 をも とに多

文化へ の理解 .を探め るとともに, 内容や質 を吟味 し

た情報 を発信 した り, 相手意識 を育 んだ りす るこ と

を通 して , 積極 的 . 実践的 なコ ミュニケー シ ョン能

力 を育 み , 世界市民 として生 きる態 度を育成す る0

3. 2　めざす子ども像

前項の教科目標を基に, 3年間ごとの学年ブロック

で具体的な「目標」と「めざす子ども像」を下表のよ

うに設定した。

なお,幼稚園での「国際コミュニケーション学習」

は,これまで研究してきた国際交流の視点とマルチメ

ディアの視点を持った保育を引き続き研究・実践して

いく。

表1　目標とめざす子ども像

全 体 幼 稚 固 1 ～ 3 年 4 ～ 6 年 7 ～ 9 年

目

標

様々なメディアを介し 自国.他国の文化や 自分をとりまく多文化 地域.国.時代など多 メディアの特性を理解

た体験や直接体験を 人,またはさまざまな の存在に気付き,直接 文化とそれを築いてき し情報を吟味しなが

もとに多文化への理 メディアに出会いなが 的.間接的に他者とコ た人々に親しみを ら, 自国.他国の言葉

解を深めるとともに, ら,かかわることに楽し ミユニケーシヨンをと 持って接し,メディアを や他の様々な方法を

内容や質を吟味した さや喜びを感じたり, ることでより広く 自分 用いるなど様々な方法 用いて主体的.積極的

情報を発信したり,相 興味や関心をもった 以外の存在に目を向 で相手の立場を考え こ他者とコミュニケー

手意識を育んだりする ことに対して自分なり け,情報のやりとりにお ながら積極的にコミユ シヨンをとり,ユニ

ことを通して積極的. の方法でかかわろう もしろさを感じることが ニケーシヨンをとる中 バーサルスタンダード

実践的なコミュニケー としたりする。 できるようにする。 で, 自分の生き方につ の視点をもって自分

シヨン能力を育み,世 いて考えはじめること の生き方を考え,発見

界市民として生きる態

度を育成する0

ができるようにする0 することができるように

する0

め

ざ

す

千

ど

も

像

様々なメディアや直接 自国.他国の文化や ▲身のまわりの多文化 .多文化とそれらに関 .自国文化と他国文化

体験を通して多文化 人,また様々なメディア に気づき,それらに関 わる人々に親しみをも の差異を理解し,それ

を理解するとともに, に出会いながら,好奇 わる人々へ関心をもと ち,積極的に理解しよ ぞれのよさを尊重しな

発信する内容を吟味し 心ととも に,かかわる うとする子ども うとする子ども がらよりよい関係の構

たり,相手の立場に 楽しさや喜びを感じる .関わる相手への思い .目的意識をもってメ 築を求めて自分の考

立って考えたりすることことができる子ども をもち,メディアを デイアを選択し,積極 えを持ち表明しようと

で,他者と豊かなコミユ 使って情報のやりとり 的にコミュニケーシヨ する子ども

ニケーシヨンを築きな を楽しむ子ども ンをとろうとする子ど .メディアの特性を理

がら, 自分の生き方に

ついて深く考え,発見

できる子ども

も 解し,明確な目的意識

と相手意識をもってよ

りよいコミュニケーショ

ンのあり方を考え,積

極的に情報を活用しよ

うとする子ども

3. 3　つけたい力の推移

これらの具体的な子ども像を実現するためには,ど

のような力を育むことが必要か議論した。その結果,

昨年度は実践・検証を経て整理統合することを前提と

して,次の7つの力を設定した。

①直接的・間接的に多文化を理解する力

(彰メディアリテラシーを生かしたコミュニケーショ

ン能力

③共生を求めで情報を積極的に活用し発信する力

④外国語を使ったコミュニケーション能力

⑤自国の言葉での自己表現力

(む情報を科学的に理解する力

⑦情報社会に参画する態度と能力

①②③はそれぞれ国際交流学習とマルチメディア学

習が効果的に融合した場合,どのような力を育むこと

が望めるかを考えて設定したものである。 -昨年度ま

での評価で「身に付いている」とされている「多文化

理解」 「共生・交流」の力がさらに伸びるよう,マル
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チメディア的な「間接交流」 「メディアリテラシー」

の視点を加えて設定した。

④については,昨年度の学校評価アンケートから,

外国語によるコミュニケーションに自信のない子ども

ほど,共生・交流の自己評価が低いという相関関係が

あることが明らかになっている。このことからも,外

国語を使ったコミュニケーション能力は欠かせない力

である。また, ⑤はコミュニケーション能力の基本と

して,昨年度までの研究でも大切にしてきた力であ

る。

⑥⑦はマルチメディア学習においては大切な力であ

り,この力がさらに伸びるよう,扱う「情報」を国際

交流学習とリンクさせながら効果的に育んでいくべき

であると考える。

今年度はこれら7つの力の要素を抽出し,国際交流

学習の視点とマルチメディア学習の視点を併せ持った

融合的な学習内容をさらに研究開発していくために,

つけたい力を4つに精選した。図1は,整理統合の過

程を示したものである。これら4つの力は2分野から

なり, 「多文化理解」と「実践的コミュニケーション

能力の育成」に分けられる。

①②は, 「多文化理解」を中核に据えた学習を通し

てつけたい力である。子どもたちは,メデイ.アを介し

た間接交流や直接的に人とかかわる交流学習を通し

て,自国・他国の人や文化と出会い,かかわる経験を

積む。その中で子どもたちは,自分をとりまく多文化

の存在に気づき,積極的にコミュニケーションをはか

ろうとすることで,より広く自分以外の存在に日を向

け,やがては自分の生き方や考えを発見することがで

きるようになると考えた。

③④は, 「実践的なコミュニケーション能力の育成」

の学習を通してつけたい力である。 21世紀の社会の中

で生きる子どもたちは,様々な国の人々,様々な年代

の人々と対話し,豊かな関係を築き挙げていく能力を

身につけることが必要となる。具体的には,ボディー

ランゲージや,絵,写真,文字,英語などを,様々な

相手との直接的,間接的なコミュニケーションの場で

効果的に活用する力や,それを通して他者の考えを読

みとる力が必要であると考えた。

【7つの力】

①直接的・間接的に多文化を理

解する力

②メディアリテラシーを生かし

たコミュニケーション能力

③共生を求めて情報を積極的に

活用し発信する力

④外国語を使ったコミュニケー

ション能力

⑤自国の言葉での自己表現力

⑥情報を科学的に理解する力

⑦情報社会に参画する態度と

能力

【つけたい4つの力】
. 多文化理解 旨 > 霊芸票芸i霊霊解

票 宗 - = > 霊 霊 三三三 三三三三霊 ン

図1整理統合の過程

4.研究計画

4. 1 2006年度の研究より

前項までに述べた目標を実現するため, 2006年度に

以下の4種の学習内容を考案した。

①自国語・外国語によるコミュニケーションの学習

②情報リテラシーを育む学習
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③直接出会う体験を軸とした国際交流学習

④メディアを生かした国際交流学習

これら4種の学習を単元の特性に応じ単独あるいは

複合的に構成し,その評価方法の模索に努め,カリキ

ュラムを完成するべく研究を進めた。

4. 2　評価の観点について

2006年度の成果や課題を基に,本年度は次の4つの

評価の観点を設けた。それらは「世界市民としての関

心・意欲・態度」 「世界市民としての思考・判断」 「世

界市民としての表現・技能」 「世界市民としての知

識・理解」である。この評価の観点は,既存の教科に

設定されている4観点を下敷きとしながら,ユニバー

サルシティズンシップを身につけた子どものあるべき

姿とはどのようなものかを考え,具体的な姿として描

き出したものである。 「世界市民としての表現・技能」

「世界市民としての知識・理解」は日々の授業の中で

子どもたちが習得していくべき基礎的事項である。こ

れらをもとに,交流活動を通しながらコミュニケーシ

ョン手段を選択したり,知識を活用したりすることで,

交流に関する課題の解決にむけた力,すなわち「世界

市民としての思考・判断」の力が身についていくので

ある。そしてこれらは,自分を取り巻く社会への関心

やコミュニケーションに対する意欲など「世界市民と

しての関心・意欲・態度」が大切であることが前提と

なっている。

4. 3　3年間の見通し

〇第1年次

・新教科「国際コミュニケーション」の構想作成およ

び評価方法の試案作成

・国際交流学習とマルチメディア学習の融合的単元の

開発と試行

・ 2年次の教科課程の編成

〇第2年次《本年度》

・ 「国際コミュニケーション」の幼小中一貫カリキュ

ラムの作成

・国際交流学習とマルチメディア学習の融合的単元の

開発と試行

・実践をふまえての評価方法・評価規準の妥当性検証

・テキスト試案の作成

〇第3年次

・ 2年間の研究を検証・修正,幼小中一貰カリキュラ

ムの完成

・評価・評価規準の完成

・テキストの作成

5.実践事例

5. 1幼稚園の事例

(1)国際交流の視点より

①実践にあたって-3歳児(12月)

年間を通して行っている留学生交流で大切にしてい

ることは,いろいろな人の良さに気づき,その良さを

認め受け入れようとする気持ちが持てることである。

クラスの子どもたちの実態は,留学生などの新しい人

との出会いにはまだ不安が見られる。また,一緒に活

動するときに不安な気持ちを切り替えることがなかな

かできなかったり,不安が長引き次の出会いを措措し

たりする姿もみられていた。そこで,今回の交流では

子どもたちにとって楽しい出会いになるよう事前に留

学生からのビデオレターを作成し,それを見ることに

より出会いを楽しみに待つ雰囲気を作っていった。

(彰ねらい

・留学生や友だちと一緒にリズム遊びなどをすること

により,いろいろな人や文化との出会いを楽しむ。

③実践例

12月7日(金)　(交流前日)

降同前,留学生からのビデオレターを見た。その中

には,今度交流するガーナの夫婦(Aさんたち)とそ

の子ども(1歳のBちゃん)が映っている。 「Aさん

たちのビデオを見ようか」というと, 「やった-!」

と言う子どもたち。 2分ほどのビデオをエンドレスに

つないでいる。このビデオを見るのは今日で3日目で

ある。 2回日の繰り返しになったとき「かばんを持っ

てきて帰る支度をしましょう」と言い,ビデオを一時

停止にした。ほとんどの子はかばんをとりにいったが,

H男がテレビに近づき触っていた。よく見てみると,

ちょうどそのときの画面に1歳のBちゃんが映ってい

た。テレビのBちゃんを撫でていたのだ。するとそれ

を見ていた子どもたちが5, 6人集まり,テレビに映

ったBちゃんを触りにきた。 「明日,本物に会えるか

らね」と明日を楽しみにする声かけをして帰った。

12月8日(土)  (たのしいね-!)

この日の留学生交流に参加してくれた留学生は, A

さんたち家族とスペインの男性の合計4人だった。事

前にビデオレターを見ていたためか,子どもたちは朝

から「Aさんたちはまだ?」 「Bちゃんは?」と心待

ちにしている様子があった。 9時過ぎに留学生の姿が

見えたとき「Aさんがきた!」と大喜びで保育室の入

り口に飛び出していく姿もあった。留学生が「おはよ

うございます!」と元気に挨拶をするとそれに負けな

いくらい大きな声で「おはようございます!」と返す

子どももいた。その後,自分たちの好きなリズムの曲

をかけ一緒になって踊るうちに,留学生と顔を見合わ
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せたり笑いあったりする姿も出てきた。そんな中,自

分の好きな遊びをするのでもなく,留学生と遊ぶので

もなく,保育室のドアのとこ

ろでずっとこちらの様子をみ

ているH男がいた。一緒に遊

びたいがきっかけがつかめな

いまま時間が過ぎている様子

であった。 「どうしたの?」

と聞いても何も言わない。

「遊びたい?」 「うん」そこで, Aさんをよんで「この

子が一緒に遊びたいといってるのですが」というと,

状況を察してくれたようでにこやかに「おはようござ

います」と座って握手をしてくれた。 H男ははにかみ

ながらもとても嬉しそうに「おはよう」と握手をした。

その後,みんなで外国のリズム遊びをした。子ども

たちも留学生も満面の笑みで楽しむ姿があった。また,

降園前にスペインの絵本を読んでもらった。初めての

絵本とスペイン語に興味津々の様子であった。

後日,この日の留学生から

の感想のビデオレターを子ど

もたちに見せた。テレビに映

った4人の姿を見て子どもた

ちは歓喜の声をあげて喜んで

mm

④考察

これまでの交流は,前日に「明日は留学生さんが遊

びに来てくれますよ」という担任からの簡単な話であ

った。そのため,子どもたちにとっては具体的な心構

えの持ちにくいもので,期待感もあるが不安感も大き

い交流となっていた。しかし今回のビデオレターは,

子どもたちにとって出会いを楽しみにする意味で,大

変効果があった。留学生がくるという言葉での説明だ

けでなく,動画と声という情報が子どもたちをさらに

ひきつけたと考えられる。

子どもたちがいろいろな人や文化との出会いを楽し

む様子は,ビデオに映ったBちゃんを撫でる姿や当日

留学生の姿が見えただけで保育室を飛び出して会いに

いく姿や一緒にリズム遊びを楽しむ姿などから伺える。

H男が保育室の入り口から動けなかったところ,留

学生が笑顔で優しく声をかけて握手してくれたことに

より, H男は不安の壁を乗り越えることができた。こ

ういう触れ合いを体験することで,いろいろな人の良

さに気づき受け入れることができていくのだと感じ

た。本実践は,今までの実践を見通し今の子どもたち

の実態を踏まえた上で,子どもたちや留学生双方にふ

さわしい出会いはどのようにあるべきか考え,配慮す

る交流となった。こういう出会いを大切にしながら交

流を続けることで,いろいろな人の良さに気づき,そ

の良さを認め受け入れようとする気持ちが持てると感

じている。

(2)マルチメディアの視点より

①実践にあたって-4歳児(11月～12月)

幼児期には,五感を通して心を揺さぶられる体験を

大事にしていきたいと考えている。また様々なメディ

アにふれることは,よりいろいろなものや人にかかわ

る楽しさや喜びを味わうことができると考える。さら

にメディアにふれる体験は,たくさんの情報の中から

いろいろなものの見方や考え方ができる力も養うこと

ができると考えている。今回は光を通した色の世界を

いろいろな方法で感じることで,より豊かな心情を育

んだりいろいろな見方ができたりするような実践を行

った。

②ねらい

・いろいろな色が椅麓に見える美しさや変化する面白

さを味わう。

.vJ二iW

【ェピソード1】

「 fVcf圧・ノ壷-'. "Jト>'J.丘<・.・'>> ∴ 'L 'l-H,1;-,^言・I「I

I _  .　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　l

;どもたちは何度も貼ってははがし,はがしては貼っ:
I　　　　　　　　..　　　　　　　　　　　　　　　　　I

:て-を繰り返し遊んでいる。ジェルは半透明なもの:
I                                                       I

;なので,色がついていても向こう側を見ることがで】
I                                                    l

;きる。窓に貼り付けたジェルから向こうの景色を見:
I                                                       I

lて「うゎ～,赤く見える」 「かえるみたいに見える」i
I                                                          l

;など色を通して見る世界に感動する姿が見られた。 ;
l                                                    l

: 1つ1つを貼ることから発展して重ねて貼り付ける:
I                                                    I

:ことに挑戦しはじめた子どもたち。最初は色など町I

:係なく「3個くっついたよ」 「僕なんか5個くっつ:

いナたんじゃけI　あっ,落ちた」など重ねの限射

;を楽しんでいた。ジェルを重ねて遊んでいるうちに, ;
l

.;重ねると色が変化することに気づいた子どもたち. i
I

汗ピンクと黄色をくっつけたらオレンジに見える」;
I

[「あっ,黄色と黄緑をくっ
I

:つけたら黄緑に見えるよ」
l

:「オレンジとピンクだった
I

;ら濃いオレンジ!」など,
I

:色が変化することに感動す
I

〃W                            I

;る姿が見られた。　　　　　にこに貼ったらどうなるかな～】 i
しI　　　　-I-　　　-　　　　　　_　　_　」

子どもたちが日常の遊びの中で,色を通して見ると

いつも見ている景色が違って見える驚きを感じたり色

を重ねると変化した色が見える面白さを感じたりして

いる。いろいろな色を組み合わせては様々な色ができ

ることに気づき,感動する姿が見られるようになって

きた。
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【ェピソード2】

「　-1-J!二rJ/J"二王蝣Z~ft'~>て一正!二′　ノ411<.
i

】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

】たよ」 「回ったらね,椅麗なんよ」と保育者や友だ:
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

:ちに見せながら遊んでいる。　　　　　　　　　:
I                                                    I

:保育者はこまをみんなに紹介する場を設けた。し】
I                                                 I

:かし後ろの子どもは「見えない」と不満をつぶやくo i
I

:そこで保育者はOHPを用意した。 OHPシートを;
I I

:丸の形に切っておき,それに子どもたちが色をつけ;
l　　-　　　-　　　　1　　　　　　　-　　　　　　　　　　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

...  .　1

;て回す。自分のこまがスク
I

十トンに映ることに喜び何

:度も試す。 「映った!」 「黄

:色の線も措いたのに,回っ
1

:たら黄色が見えなくなっ

:た」 【こんな模様にしよう】
l                                                    I

汗○○ちゃんのすごいね」などスクリーンに映るこ:
I                                                 l

:まを見ながらつぶやき,感動や発見をかみしめてい】
I                                                  I

:る。その思いに共感する声をかけると子どもたちは:
I                                                       I

;益々楽しそうによりいいものを作ろうとする。今ま;
l l

I::.t-!A'.'>二王>-　*二た、'.')Ijl: :
l

ねることがなかったので言
l

いろな色や模様を楽しめたのではないかと考える

HPの映像のように,目の前に見えるものだけで

目の前にあるものとは違うものが見えることに

いろいろなものの見方に直接ふれる体験をしたの

なかろうか。このような活動を通して驚いたり喜

りすることが子どもたちにとってより豊かな心情

んでいくことにつながると考える。

5. 2　小学校の事例

○単元名　「世界の国からこんにちは」

○学　　年　3年生

○実施時期11月～2月

○単元の概要

オーストラリアの小学校とは, iEAEN (Internati

Education and Resource Network)を通じて紹

受け交流を行ってきている。本単元では,オース

リアの小学校と生活の様子を交流しあい,外国の

を知り,生活の違いを感じることをねらっている

である。デジカメ写真やビデオなどは,インター

ト上の掲示板を利用して紹介しあうことができ

保育者が意図的にシートを!　手に分かってもらえるような写真を撮ることで,

重ねて提示した。すると子:　意識を持ちながら国際交流していけるものと考え

どもたちは喜んでいろいろi o単元の目標
l

なシートを重ね様々な色や;
.  _ I

l模様に見えるこまを作った。 「これとこれを合わせ:
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

;たら.どんな風になるのかな」 「いっぱい重ねたら言
I                                                 I

lぐちゃぐちゃになっちゃった」と何度も試行錯誤L t
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

lながら新たなものができる面白さを味わいながら遊:
I                                               I

/v. ^いた_　　　　　　　　　　　　　　　　:
L二二_二　　　　二_　　　　　ー　　　　　　　_　　　　　　　　　　　　　　　　一一---J

oHPシートは光を通して色がとても椅麓であると

同時に重ねることもできるので様々な模様ができる楽

しさや友だちのと合わせる嬉しさも感じて遊ぶ姿が見

られた。またOHPを通して自分が作ったこまをみん

なに見てもらえて嬉しそうな表情をする姿も見られ

た。

1'itミ

子どもたちは日常生活の中で様々な色に親しんでい

に光を通して色を見ることから色がより椅麗

り組み合わせると違う色に見えたり,回すと

ざって見えたりする体験をした.この体験を通

して子どもたちは驚きや色の面白さを十分感じること

ができたのではないだろうか。

またOHPというメディア機器にふれることで,千

どもたちは自分が感動したものを保育者や友だちと一

緒に見て認めてもらう喜びや友だちのこまを見ること

ができる喜びも味わっている　OHPシートだからこ

そ重ねることができ,個々の思いを生かしながらいろ

・積極的に外国の生活の様子を知ろうとし,ち

しむことができるようにする。

【世界市民としての関心・意欲

オーストラリアからの写真や日記などからの情

を利用し,外国と日本の生活の様子の相違を

ことができるようにする。

【世界市民としての思考

・相手意識を持ってメディアを活用し,相手に傍

けることができるようにする。

【世界市民としての技能・

外国の文化や生活の様子は日本と同じところや

ところがあることがわかる。

【世界市民としての知識・

○計画(全24時間)

第1次　自己紹介をしよう。だるまを送ろう。

(4

第2次　日本の様子を知らせよう。撮影しよう。

(10

・デジカメで学校生活の様子を撮ろう。

・フォトストーリーで写真をビデオにしよ

第3次　外国の様子を知ろう。調べよう。 (5

第4次　交流のまとめをしよう。　　　(5

-　6　-
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(1)学習の様子について

(第1次の様子)

第1次では, iEARNの紹介を受け,オーストラリ

アの小学校と交流ができるようになったことを知り活

動の計画を立てることにした。まずオーストラリアの

小学校と交流していくのに,どんなことを知りたいか,

どのように交流したいか話し合った。子どもたちは,

2年生の時に,オーストラリアの自然の様子や学校の

建物の写真などを見ており,何となくはオーストラリ

アの雰囲気をつかんでいた。しかし,学校にどのよう

に通ってきているのか,どんな学習をしているのか,

給食は食べているのか,給食当番はいるのかなど,学

及生活の様子について,いろいろな疑問を持っており,

交流して生活の様子を知りたい,あるいはこちらの様

子も知らせたいという気持ちを強く持っていた。

【オーストラリアの生活について知りたいこと】

～子どもたちの意見より抜粋一

〇服装は何を着ているのか。 (制服はあるのか。)

○授業はどのような勉強があるのか。 (黒板はある

のか,何時間目まであるのか,かけ算は何の段ま

であるのか,,ひっさんの仕方はどのようなのか,

習字はあるのか,黒板はあるのか,ランドセルで

通学するのか-など)

○学校やクラスの人数,通学の方法,休みの日はい

つか。

○食べ物にはどんなものがあるか,給食はあるのか,

給食当番がいるのか。

○校舎の様子,ベランダはあるのか。

上記のように,子どもたちはいろいろなことを知り

たいと思っていた。その他,学校生活以外のことでは,

お祭りにはどのようなものがあるか,町の様子,名物

の食べ物,ふだん家でしていることなども知りたいと

答えている。中には,実際に会話をしてみたいとか,

一緒に授業をしてみたいなどの意見もあった。

次に,自己紹介カードを作ることにした。子どもた

ち一人ひとりが,自分の顔のデジカメ写真をパソコン

で文書に取り込み,紹介カードを作っていった。指導

者の作ったフォーマットに従い,英文で書くことにし

たが,好きな食べ物

や遊びなどの単語の

部分だけを和英辞典

をひきながら調べて

記入していった。ま

た,食べ物や遊びの

絵も描いた。

交流の方法として

は,テディベアプロジェクトの企画(iEARN主催)

に則って,お互いの学校に人形の留学生を送り,その

留学生を主語にした日記を書くことを通して様子を伝

え合うことを中心に活動していくことにした。そこで,

留学生として様子を伝えていただく人(人形)を何に

するか考えた。子どもたちからは, 「日本らしい人形

なら,三原のダルマがいい」と全会一致でダルマに決

oilA:

(第2次の様子)

いよいよオーストラリアの小学校との交流が始まっ

た。エアメールでダルマを送りはしたものの,相手校

からの留学生や連絡が届かないと,子どもたちはまだ

交流しているという実感がないようであった。

オーストラリアから一

つの箱が届いた日,箱の

中の留学生やお土産を見

せると,子どもたちは大

歓迎をした。オーストラ

リアからは,鳥のKookie

とカンガルーのSkippy

が届いた。

数日後,日本のダルマが届いたという知らせととも

に,箱を開けている様子の写真もメールで添付しても

らったので,無事届いたことを子どもたちにもすぐ知

らせた。互いに交流をしていくのだという実感がわい

た瞬間だった。

毎日,子どもたちは留学生を自宅に連れて帰り,日

記を書き始めた。オーストラリアからの日記は日本語

に訳し,印刷し掲示した。子どもたちは,英文の中に

知っている単語を見つけようとしたり,写真を見て様

子を友だちと話したりしている。アニメのキャラクタ

-　7　-



-や携帯用ゲーム機など,日本と同じものがあると驚

いている様子も見られた。

日記を書くことと平行して,学校生活について写真

を撮って送り,伝えていくことにした。

子どもたちはいろいろとテーマを考えた。考えたテ

ーマは, 「学校での遊びの様子」 「給食の様子」 「勉強

の様子」 「校舎や教室の様子」である。まずは,遊び

の様子をデジカメで撮って,それを見た。楽しそうに

遊んでいる様子がわかる写真であったが,何を写した

のかよくわからない,というものもあった。

外国の人が見て,様子がよくわかるような写真を撮ろ

う,というめあてを設定し,再度写真撮影を行った。

上の写真のように,撮った写真を見て比較しながら,

子どもたちは外国の人に何をしている写真かがわかる

振り方のコツについて考えた。

写真を撮って見ていく中で,写真をビデオのように

してみると見て楽しいのでやってみたいという児童が

いた。ちょうど計画をしていたようにビデオ作りの話

題になった。 4枚の写真を使ってお話作りをしながら

並べるのにちょうどよい手段として,マイクロソフト

社のフォトストーリーと

いうソフトを使用するこ

とにした。

ビデオ作りのテーマの

中で,給食の様子につい

ては本校の研究会で公開

を行った。 「給食の○○ 【和英辞典を持ちビデオ作り】

の様子が外国の人に伝わるビデオを作ろう」をテーマ

にして,斑ごとに写真を撮り,ビデオ作りを行った。

給食を作っている様子,配膳している様子,食べてい

る様子,中には,食材が届くところから調理をし,醍

膳して口に入るまでを表した斑もあったo

見る人のことを考えながら撮影した写真,その写真

を使って作ったビデオの作品を比較し,メリットやデ

メリットについても考えていった。下のような表にま

とめていった。

○やっていること(所,物)が写っていること。

○どアップはしない。 (顔だけとか)

○カメラ目線にしないこと。自然にうつることo

oいっしゅんをとるには,少し早めにシャッターを

ij-J-

○ぶれていないこと。

○暗い写真にしない。など

よい所 よ くない所

写真

○い つで も見 るこ とが ○色 があせ る0

で き る0 (か ざるこ と ○カ メラ 目線 に なる0

が で きる) ○外 国の 人 にわか らな

○ ゆっ くり見 る こ とが い ものが写 る こ とが

でき る0

○ いい 瞬間 の場面 を撮

るこ とがで きる0

あ る0

ビデオ

○ 自動 で いろい ろな様 ○ じっ く り見 る ことが

子 を見 る ことがで き で きない0

る0 ○パ ソコンが ない と見

○文字 の 色や形 を変 え る ことが で きない 0

るこ とがで きる0 ○写 真 よ り作 り方が む

○ 写真 の順番 が様子 に ず か しい0

合 うよ うに変 えるこ ○写 真 よ り作 るのに時

とがで き る0

○ 写真 をか え るときの

変化 をカ ス タマ イ ズ

す る ことが で きる0

○ 短 時 間 で よ くわ か

る0 楽 しい0

問がか か る0

成果と課題

写真の振り方では,何をしている様子の写真な

がわかるように,受け取り方を考えた撮影の仕方

えることができた。ビデオ作りでは, 4枚の写真

ベ,写真の順序性を考えたお話を作ったり,和英舌

で言葉をひきながら簡単な英単語を交えて表した

ることができたことで,見てもらう人のことを考

作品作りをすることができた。学校生活の写真やイ

たビデオ作品をオーストラリアの人に見てもらい,

想交流に生かしていきたい。

5. 3　中学校の事例

○単元名　「エスコートINみはら」

○学　　年　8年生

○実施時期　平成18年4月～18年10月

○単元の概要

本単元は,自分たちの故郷について学び,異文

持つ外国の方に実際に案内するという学習活動

る。まず,ふるさと「三原」を知るために,地域

イドボランティアグループの方と一緒に歩き,実

自分の目で確かめながら地理的知識・歴史的知識を深

めていく。そして,外国の方に自分たちの地域三原を,

どのように伝えたらいいかを考え,工夫を重ね,エス

コートしていくという内容である。自分が育った地域,

もしくは自分の通っている学校がある地域をより

知り,それを他の地域から来た人たちに発信するカを

^^^^k*^^E^5



つけることも,国や文化が違う人たちとコミュニケー

ションをとる上で大切な要素だと考えられる。

○単元の目標

・外国の人と積極的にコミュニケーションを図ろうと

する態度を養うことができるようにする。

【世界市民としての関心・意欲・態度】

・文化の違いを理解し,感謝の思いを発信することに

喜びを感じながらコミュニケーションに関する継続

的な意欲を持つ。 【世界市民としての思考・判断】

・学習を適しての思いや閑雅を自分の言葉でまとめ,

相手意識を持ちながら自分の伝えたいことを表現で

きるようにする。 【世界市民としての表現・技能】

・今までの交流学習や地域学習で出会う人たちとの経

験や得た知識を生かしながら,留学生に自分たちの

町を案内していく中で,知識をより深め,文化の違

いを理解する。　【世界市民としての知識・理解】

○計画(全30時間)

第1次　三原について知ろう　　　　　　(2時間)

第2次　実際にコースめぐりをしよう　　(6時間)

第3次　コーステキストを作ろう　　　　(8時間)

第4次　コースの練習と調整

第5次　エスコート本番

第6次　振り返りとまとめ

(6時間)

(2時間)

(6時間)

(1)学習の様子

(第1次, 2次の様子)

第1次で,生徒たちには,自分たちのふるさとであ

る三原をよく知り,自分たちと異なる文化や国から来

た留学生さんたちに三原を紹介しようという学習内容

を示した。昨年度も留学生さんたちを招聴して出身国

の様子や文化について交流したが,自分たちの一番身

近な地域である三原について紹介することは今まであ

まり経験のないことだった。今回,自分たちの地域を

紹介し,伝えていくには,まず自分たち自身が地域に

ついての深い知識が必要だということを確認した。そ

こで,三原をボランティアでガイドしている団体「ア

ゼリアガイド」の方たちの協力を得て,三原の歴史や

地理について学習していった。さらに,郊外に出て,

実際に現存する建物や地形などを見学しながら,留学

生の人たちに興味を持ってもらえそうな所を選んでい

った。

「ラーtf'Jラs A,W前KfcgttS自立~五iIどう~(=盲1
I  .　　　　　　　_　　　　　_　　　　　　　　　　　　　　　　L

:くて,みんな初めは, 「あつい,めんどい,たいぎI

iい,何でこんなことをせんとイケンのん!」っと, :
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

;みんなのやる気を感じることが出来ませんでしたo iI

:でも,本番が近づくにつれて,留学生さんのことを:
I                                                       l

:真剣に考えだしてからは・アゼリアさんの話をしっ:l

:かりと聞いて,まずは自分達が三原について学ぼう:
I

:と真剣に取り組んでいきました。　　　　　　　;
」　　　　　　　　　　　　　_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　________I___　　　　　　_」

郊外学習の時期が5月下旬～6月であった。当初は

上のような感想を持つ生徒も多かったが,ふだん歩い

ている町についての新たな発見や,ガイドの方たちの

姿勢などに触れ,だんだんと学習に意欲的な生徒が増

えてきたように思う。

【ガイドを受ける生徒たち】

(第3次, 4次の様子)

留学生の方をエスコートしていくルートをグループ

で確認し,ポイントごとのガイドテキストを作成した。

初めのほうは三原について得た知識などをそのまま説

明していたため,難解で,伝わりにくい文であった。

エスコートの対象が,留学生さんであるという相手意

識を毎時間持たせる必要があった。三原のことをほと

んど知らないということは話す内容のどういうことに

配慮すべきか,平易な日本語とはどういう言葉である

か,を確認させ,説明内容を推鼓していった。知り得

た全ての知識を話すより,伝えたい内容を絞り,自分

に関連する話題や興味のあることを取り入れた方が,

より身近に感じて,何より話しやすいと言うことに気

づき始めた。留学生さんにどこまで理解してもらえる

か,ということを期待しながら,テキスト作りを進め

ていった。その後,郊外に出てリハーサルを行った。

グループごとに出かけ,本番を想定して話してみた。

声の大きさ,ジェスチャーをつける,話す速度などに

気をつけながら自分でつくったオリジナルテキストを

声にだした。 「アゼリアガイド」のメンバーの方々に

同行してもらい,アドバイスを受けた。その後,若干

の調整をしながら,テキストを完成させた。

(第5次の様子)

本番当日は,三原城祉付近の広場に集合し,留学生

さんを待つこととなった。相手の名前と出身国しか把
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接しておらず,不安と緊張の中での対面となった。ス

ムーズにお互いの自己紹介をしてエスコートを始める

グループもいれば,日本語でなかなか通じない相手に

苦労しているという一場面も見られた。約2時間とい

う短い交流時間の中ではあったが,生徒たちは,自分

たちの学習してきたことを伝えるにはどうしたらよい

か,試行錯誤しながら町を案内していた。

(第6次の様子)

「ェスコートINみはら」を体験した後,生徒たち

は次のように感想を述べている。

「4-0(7)前一百五^A/frOfftUi,~盲壷前面ビ& >
l                                                                  I

:と・三原の文化や歴史についての知識があることがl
l                                                              I

:大切だと感じた仲間もいたようです。でも,ぼくは:
l                                                              I

:何より埠えたいという気持ちが一番大切だと感じま:
I                                                              I

1 Lた。僕は,ガイドのときに,決して言葉が通じな:
I                                                              I

:かったとしても,伝えようという気持ちだけは失い:
I                                                              a

:ませんでした。言葉が通じていなくても,ジェスチ;
I                                                              I

:ヤーや電子辞書などを使って,ガイドをしました。:
I

:もし,あのときに伝えようとする気持ちを失ってい:
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

:たら,留学生さんをガイドすることは出来なかった:
l                                                          I

:と思います。　　　　　　　　　　　　　　　:
L　　　　　　　　　　　　　　　____-__-　　　　　　　________-　　　　　　　　　　　　　　」

田相手のことを考え
伝えたいという気
持ちがあること

囚　言葉が通じるこ
と　英語が話せる
こと

口みはらの文化や
歴史についての知
識があること

(外国の方とコミュニケーションを取る上で大切なことは何だろう)

(留学生さんとコミュニケーションを取ることができた)

田とてもそう思う

ロそう思う

口あまり思わない

□思わない

感想や,アンケートからもわかるように,生徒たち

は,言葉よりも,まずは相手に伝えたいという意欲や

姿勢が大事だと実感している。ジェスチャーや,表情,

しぐさなどの言葉以外の動作を駆使して伝えようとし

ている様子がよくわかった。そして,その上で自分た

ちの情報を正確に伝えるためには,言語力を高めてい

くことは大事だと感じている。

(成果と課題)

生徒たちは,外国の方をエスコートするために地域

を改めて学習し直すことによって,いままで知らなか

った地域の歴史や文化の良さに触れることができた。

生徒たちは,今までに留学生さんたちとの出会いを楽

しみ,文化の違いなどを感じながら,交流の難しさも

体験したと思われる。 12月には修学旅行でアメリカ人

家庭と半日を過ごすHome Visitを体験したが,ここ

でも持参した地域の写真とともに,三原を紹介した。

まずは伝えたい気持ちを持ち,英語やジェスチャー,

笑顔も使いながら異文化を持つ人たちとの試行錯誤の

コミュニケーションを楽しむ体験を続けたい。

6.今後の展望と課題

昨年度に引き続き,単元開発を行った結果,コミュ

ニケーションを核とした単元・題材開発を進めること

ができた。また,これまで開発した単元を継続して行

うとともに,その評価方法の確立に向けて,一定の成

果を得たと考えている。以下は,今年開発した例であ

る。

小3 :世界の国からこんにちは

中2 :広島大学の留学生を対象とした三原エスコー

トプロジェクト

今後は,開発した単元・題材の継続実施と同時に,

評価方法の確立が求められる。本学園で行っている評

価方法の具体例としては,子どもたちの変容を書きた

めることによって評価するエピソード評価,ルーブリ

ックを作成して評価するループリック評価などであ

る。しかしながら,実施した単元の有効性や継続性の

検証は不十分であるのが現状である。国際コミュニケ

ーション科が教科である以上,評価方法の確立に向け

て,研究と検証を進めていく必要がある。
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